


院内ポスタ－セッションを終えて

 臨床教育研修部長　呼吸器内科　山崎　泰宏
　全国 143 施設の国立病院が参加して毎年行われている国立病院総合医学会が、昨年 11 月に沖縄県宜野湾市で

行われました。当院からも、医師、看護師、薬剤師、放射線技師、理学療法士などいわゆる病院業務に拘わる各部署

の職員が、それぞれ職場の代表として、より良い医療の提供を目指して行ってきた日頃の研究結果が発表されま

した。研究は決して一人で出来るものではなく、他の人々の協力や助言があってのものであり、また学会出張時に

は留守をしてくれていた仲間たちへの報告も兼ねて、例年ポスタ－セッションという形で報告会が行われていま

す。今年は全部で 14 演題が学会で発表されましたが、2 月 9 日（火）夕から院内で再度発表が行われました。学会

本番の時には、全国から集まってくる各分野のスペシャリストらから様々な鋭い質問などがあり、熱気を帯びた

質疑応答がされていましたが、今回は聴衆が身内である院内職員という安心感や、本番の時の質問や助言等から

発表内容に厚みを増して、各演者は皆それぞれ自信とゆとりを持って発表していました。但し、決して漫然と発表

された訳ではありません。今回の発表でも、西村院長をはじめ複数の審査員が最前列に陣取り、研究内容のクオリ

ティ－の高さだけではなく、話し方や態度、ポスタ－のレイアウトやなど全般的なプレゼンテ－ションの技能ま

でも細かく評価して採点が行われ、後日順位も発表される事になっております。そういう意味でも、皆全力で研究

内容を発表してくれており、充実したセッションとなりました。既に次の学会に向けて、患者さん方により安全で

より良質な医療が提供出来る様、

新たな取り組みが始まっていると

思います。次回もまた、さらに新し

い研究成果を聞かせてもらえるも

のと楽しみです。

　２月 22 日（水）、23 日（木）の二日間にわたり、当院講堂にて平成 28 年

度ＱＣ活動発表会が行われました。ＱＣ活動とは、職場内での品質管理活動

（業務改善活動）を自発的に小グループで行う活動のことで、その基本理念

として、生きがいのある職場をつくることや企業の体質改善・発展に寄与

することです。この発表会も、今年で６回目となります。今年は 13 の部署か

ら参加がありました。外来から入院への手続きをもっとスムーズに、検査で

の受付で患者さんができるだけ迷われないようにするには、所々での患者

さんの待ち時間を何とか短くしたい、退院の時の忘れものをなくすために

しっかりと確認するには、できるだけ多くの方々に内視鏡検査などを受け

て、病気の早期発見や、健康に過ごしていただくためには、などなどの発表

があり、それぞれの発表に対しての、参加職員の関心は高く、活発な質疑応

答が飛び交いました。今後も、患者さん皆さんの不安を減らし、利用しやす

い病院、そして、私たち職員が向上する意識を常に持ち続けられるような病

院作りに励みたいと思っています。今後ともよろしくお願いします。

平成 28年度ＱＣ活動発表

診療部長　内科　辻　忠克
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AICEバンド　ひなまつりコンサートを開催
 治験管理室　治験コーディネーター　野田　明美

　3 月 1 日（水）ひなまつりコンサートを開催しました。

　AICE バンドの院内コンサートは、これまではレティロ Q8 で行っ

ていましたが、建て替え工事に伴い、今回開催場所を講堂へ移しまし

た。練習場所でもある講堂は私たちにとって「ホーム」であり、音の調

整やスピーカーの位置などの準備も思った通りにでき、とてもアット

ホームな雰囲気のコンサートになりました。

　季節を感じられる曲や、患者さんからのリクエストがあった曲、楽器

を鳴らしたり歌を歌ったり患者さんも参加してもらえる曲など、試行錯誤しながら選曲をしています。この度は

「となりのトトロ」「卒業写真」「いそしぎ」「風になりたい」などアンコールを含めて全 7 曲演奏させて頂きまし

た。講堂いっぱいのたくさんの方々に聞いて頂き、とてもうれしく思っています。

　現在 AICE バンドは医師、看護師、臨床検査技師など 7 人で活動しています。それぞれの仕事の後の練習は大

変に感じる時もありますが、たくさんの方々にコンサートに来て頂き、嬉しい反応を頂くことでそんな思いは全

て吹き飛びます。私は幼い時から音楽に携わってきましたが、こんなに近くで涙を流して演奏に感動して頂くこ

との経験はありませんでした。私にとって病院でのコンサートの開催は「音楽が出来て良かった」と心から思え

る瞬間です。このようなコンサートを開催できることに深く感謝しております。今後も皆様に楽しんで頂けるよ

うな演奏ができるよう、練習を重ねていきます。

外来管理診療棟等建替工事の安全祈願祭が実施されました
 経営企画係長　森川　直彦

　３月 13 日（月）に新棟建設場所において、外来管理診療棟等建替工事の安全祈願祭が厳かに行われました。 

西村院長をはじめ病院幹部と施工業者の皆さんが出席し工事の安全を祈願しました。31 年度の建物完成まで

先は長いですが、事故無く順調に進んでほしいものです。完成が楽しみです。
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連携登録医制度のご紹介

地域医療連携係長　松永　浩二
　旭川医療センター（当センター）では、地域の医療機関の皆様と機能分担及び医療連携を積極的に推し進め、

２次医療圏及び道北地域の皆様により一層信頼していただけるよう、また、地域完結型の医療供給の仕組みの充

実と、当センターがこの地で役割を果たしていくために、「連携登録医」への登録をお願いしております。

　本制度は当センターと地域の医療機関の皆様とで、患者さんに一貫性のある医療を提供するために、相互が緊

密な医療連携を図ることを目的としており、ＣＴ・ＭＲＩ・骨密度測定及び開放病床を利用した共同診療も可

能です。紹介患者さんの診療終了後は、原則として逆紹介によりお戻りいただきます。

　また、「在宅療養後方支援病院」として、在宅医療を担う医療機関のご要望に応じ 24 時間受入が可能な体制を

確保しております。今までに 120 を超える医療機関に登録をいただきましたので、その医療機関を紹介いたし

ます。また、外来ホールにも掲示してあります。登録を希望される場合は地域医療連携室までお問合せください。

連携登録　医療機関一覧
愛生病院 神楽岡泌尿器科 道北勤医協一条通病院 はらだ病院
愛別町立愛別診療所 かなせき耳鼻咽喉科医院 呼吸器内科・内科とおるクリニック パワーズ内科胃腸科クリニック
青山泌尿器科医院 株本整形外科医院 とびさわ呼吸器科・内科 美瑛循環器・内科クリニック
旭川産科婦人科 小倉内科医院 坪倉循環器科内科クリニック 林医院
旭川循環器科内科クリニック 上村産科婦人科医院 道北勤医協旭川北医院 内科循環器科はやしクリニック
旭川消化器肛門クリニック 唐沢病院 とびせ小児科内科医院 はやし内科胃腸科小児科医院
旭川神経内科クリニック 環状通り眼科 都丸内科クリニック 東旭川病院
旭川高砂台病院 北彩都病院 豊岡内科整形外科クリニック 東神楽町国民健康保険診療所
旭川泌尿器科クリニック 木原循環器科内科医院 豊岡中央病院 ひしやま外科皮膚科クリニック
旭川美容外科形成外科クリニック 小児科くさのこどもクリニック 中島病院 平澤循環器・内科クリニック
旭川ペインクリニック病院 くにもと病院 中根耳鼻咽喉科医院 深川市立病院
旭川南病院 クリスタル橋内科クリニック 中根皮膚科医院 藤井病院
旭川メディハイルペインクリニック けん三のことば館クリニック なかの呼吸器科内科クリニック 北海道社会事業協会富良野病院
旭川リハビリテーション病院 こんの優眼科クリニック なかむら耳鼻咽喉科医院 ふらの西病院
あさひまちクリニック さかじり内科医院 なかむら整形外科クリニック 北海道立北見病院
阿部皮フ科クリニック 佐久間病院 永山内科・呼吸器内科クリニック 真口内科小児科医院
五十嵐クリニック さとう整形外科胃腸科医院 ながやま一番通りクリニック まつい内科クリニック
池田内科医院 柴田医院 永山循環器科クリニック 松本呼吸器・内科クリニック
いずみ眼科 清水内科医院 永山腎泌尿器科クリニック 三上神経科内科クリニック
板谷整形外科医院 春光台クリニック 永山皮膚科クリニック みきた整形外科クリニック
今本内科医院 整形外科　進藤病院 永山ぺインクリニック みやざき内科小児科クリニック
岩田病院 鈴木内科クリニック 並木通りクリニック 村上内科小児科医院
いわはら整形外科クリニック 聖台病院 名寄三愛病院 森産科婦人科病院
うすき医院 高桑整形外科永山クリニック 名寄東病院 山下内科循環器科クリニック
及川医院 高畑整形外科医院 成田医院 吉野耳鼻咽喉科
おおき内科クリニック 滝山内科医院 錦町おおしま耳鼻咽喉科 四条はらだ医院
おおしま内科 たちばなクリニック にしきまち通りクリニック リバータウンクリニック
大田内科消化器科クリニック だてクリニック 沼﨑病院 留萌市立病院
大西病院 たに内科クリニック 梅藤整形外科クリニック 脇坂内科医院
大橋耳鼻咽喉科医院 長南クリニック 博愛内科クリニック 渡邉皮膚科クリニック
大山内科医院 土田こどもクリニック はしづめクリニック

平成29年３月31日現在

外来ホールにも掲示してあります。
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臨床検査科のご紹介

臨床検査技師長　星　直樹
　臨床検査科では病気の診断や治療の指針となる様々な検査データを迅速に正確に報告することを業務として

います。検査の種類や検査方法などによって、検体検査（生化学・免疫、血液、輸血、尿・一般）、生理検査、病理・

細胞診検査、微生物検査の部門によって構成されています。また、外来採血にも携わっています。現在、医師 1 名、

臨床検査技師 11 名が従事しています。

検体検査：患者さんからの生体試料（血液、尿など）を高精度な機器を用いて分析し、肝機能、腎機能などの生化

学データ、腫瘍マーカ、赤血球、白血球、血小板などの数や血液の凝固因子の測定、尿中の成分分析など病

気の診断、治療に重要な情報を提供します。

生理検査：生体の機能を調べる検査で、心電図や脳波検査、筋電図検査、超音波検査のように患者様から得られ

た波形や画像を解析して情報を提供します。

病理検査：手術や内視鏡検査などで採取した組織を病理組織標本に作製し、病理医が顕微鏡で、詳細に観察し良

悪性を含めた病理診断を行います。また、医師がその場で診断を行う「術中迅速病理組織診断」も行ってい

ます。

細胞診検査：尿や喀痰等の中にどんな細胞があるかを見る検査です。正常細胞と異常細胞を見分け、がんの早期

発見や適切な治療ができるよう情報を提供します。

微生物検査：病気の起因している細菌を見つけ、その菌に有効な薬を調べます。

輸血検査：輸血治療行う際、安心して治療ができるよう血液型、不規則抗体、交差適合試験の検査を行っていま

す。

　今後も、さらに信頼できる検査報告を提供するように、取り組んでいきます。

全自動尿分析装置

超音波検査装置 全自動輸血検査装置免疫測定装置

生化学分析装置 多項目自動血球分析装置
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　寒さも少しはゆるんできたようで、いかがお過ごしでしょうか。

　今回のふくふくでは、副師長会の活動の一部について紹介いたします。

　副看護師長会では毎年、院内の職員を対象とした各種研修の企画・開催や副師長での勉強会の開催、看護

の日にちなんだイベントを行っています。

　この看護の日は、「21 世紀の高齢社会を支えていくためには、看護の心、ケアの心、助け合いの心を、広く

国民が分かち合うことが必要です。このことを老若男女問わずだれでも認識するきっかけとなるように」と

いう目的で、看護の日が制定されました。

　昨年は旭川駅構内で、健康相談、血圧測定、ストレスチェックなどのイベントを実施しました。

　今年は５月 12 日（金）に旭川市内の高校生を対象に「ふれあい看護体験」を行います。看護の実際を知っ

てもらい、医療・看護の現場に興味を持ってもらえるようにと思っております。また、5 月中外来モニターに

て看護の日にまつわる題材のスライドを上映する予定です。ぜひ御覧ください。

職場紹介　～外来編～
外来副看護師長　黒瀬　衣久美

実習生が卒業の挨拶に来ました

検査科部長　玉川　進
　検査科では検査技師になるための専門学校

である北海道医学専門学校の実習生を受け入

れています。去る３月６日、実習生６名が卒業

の挨拶に見えられました。国家試験は２月中に

終わっており、全員が合格圏内ということでこ

の笑顔です。４月からそれぞれの職場での活躍

を期待しています。

昨年のふれあい看護体験の様子
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がん性疼痛看護認定看護師　大坪　聡織
　がん相談支援センターよりお知らせです。2017 年度も引
き続き、がん患者・家族サロン「縁佳話」を開催いたします。
昨年同様、毎月第 2・第 4 金曜日の 13：30 ～ 15：00 の開
催です。
　昨年も「おしゃれ大会」を行いましたが今年度もさらに
パワーアップして 5 月に行いますので、ぜひご参加ください。
また、今年度も音楽療法を行います。サロンのお部屋が狭
くなったため少し窮屈になるかもしれませんが、皆さんに
楽しんで頂ければと思っております。
　2017 年度も皆様に少しでもお役に立てるよう多職種でサ
ポートいたしますので、どうぞよろしくお願いいたします。
なお、サロンのスケジュールについては右記をご参照くだ
さい。

がん相談支援センターよりお知らせがん相談支援センターよりお知らせがん相談支援センターよりお知らせ

お　知　ら　せ

司会 :旭川医療センター糖尿病リウマチセンター長

 平野 史倫
1.やってみよう♪関節を守る運動と筋力をつける運動

14:30 ～
　旭川医療センターリハビリテーション科 理学療法士
 高橋  博則
2.リウマチの薬物治療～生物学的製剤とステロイド

15:00 ～
　旭川医療センター薬剤部 薬剤師
 金岡  樹輝
3. 関節リウマチの合併症について　　　       15:30 ～
　旭川医療センター糖尿病リウマチセンター長 リウマチ指導医
 平野  史倫
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予約変更、問い合せについて
予約変更、予約内容の問い合せは午後２時～午後４時30分の
間にお願いします。

外　来　担　当　医　表

☎ 0166-51-3161

診　療　科　別 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

呼吸器内科

診察室⑤ 髙橋　政明 黒田　　光 山崎　泰宏 鈴木　北斗 山崎　泰宏
診察室⑥ 藤田　結花 堂下　和志 黒田　　光 藤田　結花 髙橋　政明
診察室⑦ 堂下　和志 辻

、
　　忠克 藤兼　俊明 藤兼　俊明 辻

、
　　忠克

疾患センター外来
ＣＯＰＤ

（慢性閉塞性肺疾患）

副センター長
黒田　　光
診察室⑤

センター長
山崎　泰宏
診察室⑤

午後診療
13:00 ～ 14:00 

（予約診療のみ）

（新患）
禁煙外来

（予約制）

脳神経内科

診察室③ （再来）
黒田　健司

（新患）
鈴木　康博

（新患）
新患担当医

（新患）
黒田　健司

（再来）
鈴木　康博

診察室④ （新患）
木村　　隆

（再来）
木村　　隆

（新患）
油川　陽子

（再来）
木村　　隆

（新患）
吉田　亘佑

診察室⑫ （再来）
油川　陽子

（再来）
吉田　亘佑

診察室⑨ 物忘れ外来
（予約制）

午後診療 
（予約診療のみ）

（再来）
野村　健太
診察室③

（再来）
岸　秀昭
診察室③

（再来）
黒田　健司
診察室③
（再来）

坂下　建人

疾患センター外来
パーキンソン病

センター長
木村　　隆
診察室④

消化器内科

診察室① （再来）
斉藤　裕樹

（再来）
高添　　愛

糖尿病（新患・再来）
柏谷　　朋

（新患・再来）
斉藤　裕樹

（新患・再来）
高添　　愛

診察室② リウマチ（新患・再来）
平野　史倫

リウマチ（新・再）
平野　史倫

（再来）
西村　英夫

糖尿病 ( 再来 )
柏谷　　朋

（再来）
西村　英夫

診察室⑫ （新患・再来）
横浜　吏郎

リウマチ ( 再来 )
平野　史倫

特殊外来
（甲状腺）
平野　史倫
診察室②

（リウマチ・骨粗鬆症）
平野　史倫
診察室⑨

疾患センター外来
糖尿病・リウマチ

センター長（リウマチ）
平野　史倫
診察室②

センター長（リウマチ）
平野　史倫
診察室②

副センター長（糖尿病）
柏谷　　朋
診察室①

副センター長（糖尿病）
柏谷　　朋
診察室②

センター長（リウマチ）
平野　史倫
診察室⑫

循環器内科 診察室⑧ 石田　紀子 藤井　　聡 石田　紀子 石田　紀子 出張医

総合内科
受付13：30～15：00

紹介ありの場合
16：00まで

午前診療
（再来）

安尾　和裕
診察室⑫

（新患・再来）
横浜　吏郎
診察室⑨

（新患・再来）
安尾　和裕
診察室⑨

午後診療
診察室⑤

（新患・再来）
安尾　和裕

（新患・再来）
安尾　和裕

（新患・再来）
辻
、

　　忠克
（新患・再来）

安尾　和裕
※月曜日の物忘れ外来は予約診療となり、脳神経内科の医師が輪番で行います。

診　療　科　別 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

小児科
一般外来

午前 診療援助
診察室①

診療援助
診察室②

診療援助
診察室①

診療援助
診察室②

診療援助
診察室①

午後 診療援助
診察室①

診療援助
診察室② 　 診療援助

診察室②
※小児科一般外来午後の受付時間は、午後１時３０分から午後４時となっております。

診　療　科　別 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

小児科
発達神経外来

午前 長　　和彦
診察室①

長　　和彦
診察室①

午後 長　　和彦
診察室①

長　　和彦
診察室①

長　　和彦
診察室①

※小児科発達神経外来は初診・再診とも完全予約制となっております。

診　療　科　別 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

外　科
診察室① 渡邊　一敎 永瀬　　厚

（完全予約制） 本望　　聡

診察室② 青木　裕之 前田　　敦
透析 透析 透析 透析

※外科は火、水、木曜日は手術日です。

診　療　科　別 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

放射線科（治療） 放射線科診察室 宮野　　卓 宮野　　卓

※この予定表は都合により変更となる場合がございますので、ご了承願います。

受付時間　午前８時 30分から午前 11時 30分まで
再来受付機は午前８時。
※当院の再来受付は予約制（小児科を除く）となっています。

平成 29 年 4 月 10 日現在
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